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市内には緑が多く 、市域の85宙を占める|｣｣林

原野には、豊かな自然が広がっています。市民

憲章にも 「自然をたいせつにし美しいまちづく

り」 とうたわれています。

当市は、昭和29年に誕生して、早くも30年を

迎えます。 3月25日には、その記念事業の一つ

として、市民憲章推進協議会主催の「植樹祭」

が行われました。

場所は、森林公園と花貫ダムサイドの自然林

の｢|:'．岩噸町磯部神社の山桜なとゞ 150本を、巾

氏250人が手分けして植えました。

「大きく成長して花を咲かせたら、子や孫を

連れて見に来たい」 （市民） 「杣えた木を覚え

ておいて見守')たい」(ボーイスカ｢ラ トの児童）

と、それぞれに期待を込めて見つめていました。

植
樹
祭

テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 ． 1 152です《



予算総額95億5,702万3干臥『伸率g耐1%|

土木､教育､民生費と続く

グラフでみる5 g年度予算

h

論理 ！「常に市民のみなざんが納得す暑

的な裏づけのある行政」 。 「市民グ

ざんの参加をいただきながら、正し

心の通いあう、だれにも愛される旅

を念頭において予算案をつく り、床
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予算かきまりました。その概要をク
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一
般
会
計
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
五

億
三
千
九
百
万
円
増
の
六
十
七
億
三
千

万
円
（
伸
率
八
・
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）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
（
使
う
お
金
）
を
目
的
別
に
み

る
と
、
土
木
費
の
ト
ッ
プ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
教
育
費
、
民
生
費
と
続
い
て
い

ま
す
。
総
務
費
だ
け
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
経
常
的
な
経
費
を
極
力
節

減
し
、
市
民
に
直
接
関
係
の
あ
る
事
業

に
ふ
り
む
け
た
た
め
で
す
。使 うお金

予算総額

3,000万円
F蕊詞は58年度

会計別の予算額
（単イ(単位《

》
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教育責

35 ， 200円

土木 冑

39，600円 一 般 会 計 6,730,000

国民健康保険事業 1,136,609
特

別 霊園事業 2,263
会

臺上

面’ 老人保健事業 1,131,612

6，730，000

1,136,609

8.7

衛生 黄

13, 300円

民生 責

31, 700円

9．7

2.7

農林水産業費

12 ， 700円

消 防 黄

10,100円 4．4

企
業
会
計

，
△
云

計

水道事業 438,110労働 費

2,700円

商工 責

2 ， 100円

31.2

工業用水事業 118,429

／と、 計 9,557,023口 9,557,023

4．6

その他49， 500円

|使うお金一人当たり
9．1

96,900円ですの総額は…1
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よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
ゞ
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付
税
Ｉ
減
る

地
方
交
付
税
と
は
、
国
か
ら
市
に
交
付
さ
れ

る
お
金
で
、
市
の
主
な
財
源
と
し
て
大
切
な
も

の
で
す
．
五
十
九
年
度
は
、
前
年
度
に
比
へ
て

約
一
億
五
千
万
円
も
減
り
ま
し
た
。
地
方
財
政

の
苦
し
い
時
代
が
さ
ら
に
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
多
く
の
行
政
需
要

を
消
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
財
政
の
健
全
化
を
強
力
に
お
し
す
す
め
、

市税伸長の度合

いをみると
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【市税の構成をみると】 入るお金

一般会計単位パセント

～

目ljl lJ百

【市税を－人当たりでみると】 ー

固定資産税

28， 200円

市民税

32, 500円

都市計画税

4 ､ 400円

電気税

7,000円

たばこ消費税

4 ， 200円

そ の 他

700円

市税一人当たりの総額は･9｡77,000円です
(3)



市の予算は、何らかの

かたちで、くらし．に

結びついています。予

算の使いみちをお知ら

市
民
の
健
康
づ
く
り
と

福
祉
の
充
実

つ の
び
と
だ
く
ま
し
く
青

や
蕾

せします。の
整
備

″
く
ら
し
〃
に
結
び
つ
く

の
び

●
現
在
保
健
婦
は
四
人
い
ま
す
か
一
人

増
や
し
、
市
民
の
健
康
管
理
の
指
導
に

力
を
入
れ
ま
す
。

●
多
く
の
市
民
か
ら
強
い
要
請
が
あ
る

斎
場
の
建
設
は
、
火
葬
場
と
の
併
設
を

考
え
な
か
ら
昭
和
六
十
年
腱
か
ら
着
手

一
》

●
松
岡
中
学
校
々
舎
を
改
築
し
ま
す
。

現
在
の
敷
地
を
一
部
拡
張
し
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ト
三
階
建
て
に
な
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
九
月
か
ら
新
し
い
校
舎
で

勉
強
が
で
き
る
予
定
で
す
。

●
秋
山
中
学
校
に
プ
ー
ル
を
建
設
し
ま

す
。
今
年
の
夏
に
、
間
に
合
う
よ
う
に

59年度の施政方針をのべる大高市長

三
月
八
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
市
議

会
で
、
市
長
は
昭
和
五
十
九
年
度
の
市
政
を
す

す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
市
政
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
と
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
政
策
の
方

向
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
高
萩
市
制
施
行
三
十
周
年

と
い
う
意
義
あ
る
年
を
迎
え
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
飛
躍
し
た
い
と
新
た
な
決
意
を
示
し
ま

し
た

す
す
め
ま
す
。

●
公
民
館
、
文
化
会
館
、
体
育
施
設
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
等
の
利
用
促
進
ル

各
種
講
座
、
自
主
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

●
市
立
図
書
館
の
円
滑
な
運
営
を
図
り

な
か
ら
、
市
民
一
人
一
冊
を
目
標
に
、

図
書
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

定
し
、
空
き
缶
の
散
乱
防
止
と
そ
の
効

果
的
な
回
収
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
老
人

福
祉
と
生
き
が
い
対
策
に
努
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

資
金
貸
付
制
度
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
新
た
に
、
重
度
身
体
障
害
者
が
自
動

車
で
通
勤
す
る
場
合
に
燃
料
費
を
補
助

し
た
り
、
障
害
児
の
い
る
保
育
園
に
は

奨
励
補
助
を
し
た
り
し
ま
す
。

●
国
民
健
眼
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度

●
歴
史
民
俗
資
料
館
の
運
営
を
充
実
し

ま
す
。

●
青
少
年
の
非
行
、
暴
力
行
為
等
に
対

し
て
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

非
行
化
防
止
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
青
少
年
の
団
体
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
石
滝
公
民
館
を
改
築
し
ま
す
。

； 小山ダﾑや常磐 ；
I I

： 自動車道を軸に ま更

ち
享 国県の事業である小山ダﾑの建設とづ

捕磐自動車道の建設の促進を市民の協く

ミカをえ通がらt位計画と合わせ､ まちり
の

÷づく りをすすめます｡ また､広域農道､基
享海岸の整備､県道の整備促進､手細工本
亨業団地への企業誘致等に力を入れてい を
更 ’
: <ことが基本的なことです。

更
更
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溌獅、
人福祉対策事業

1億6，851万円

体障害者対策事

9,740万円

菫福祉費

2億8， 598万円

健予防対策経費

4，213万円

●松岡中学校々舎改

築事業

3億7，617万円

（第1年次分）

●秋山中学校プール建設

業 5， 161万円

●石滝公民館改築事

業 1 ，438万円

(4)
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§瀧激

人
間
優
先
の
生
活
環
境

の
整
備

活
力
あ
る
市
民
生
活
を

つ
く
り
だ
す
産
業
の
振

興健
全
財
政
の
確
立

－割

す
る
た
め
の
準
備
を
す
す
め
ま
す
。
●
ね
た
き
り
老
人
、
独
居
老
人
に
対
す
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
え
な
が
ら
、

●
空
き
缶
等
回
収
に
関
す
る
条
例
を
制
る
家
庭
奉
仕
貝
制
度
や
老
人
居
室
整
備
効
率
的
な
運
営
を
し
ま
す
。

●
住
民
の
要
求
を
適
確
に
把
握
し
、
行

政
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
経
費
の
節

減
を
し
ま
す
。

●
行
政
の
責
任
で
や
る
べ
き
範
囲
と
市

民
自
身
の
責
任
で
行
う
べ
き
範
囲
を
明

確
に
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
な
活
用
を
し
ま
す
。

●
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
額
と
い
う

●
国
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
道

路
改
良
、
舗
装
、
側
溝
、
排
水
路
、
路
肩

整
備
、
河
川
改
修
、
橋
り
ょ
う
架
替
え

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
高
浜
市
営
住
宅
及
び
第
二
高
浜
市
営

住
宅
の
建
て
が
え
を
し
ま
す
。

●
機
能
的
で
秩
序
あ
る
都
市
環
境
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
町
西
側
区
画
整
理
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
都
市
計
画
街
路
、
公
園
、
都
市
下
水

●
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
土

地
改
良
事
業
、
農
道
整
備
事
業
、
水
路

改
修
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

●
特
に
花
貫
川
流
域
地
区
県
営
土
地
改

良
事
業
の
調
査
の
負
担
金
を
予
算
化
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
促
進
さ
れ
ま
す
と
優

良
農
地
の
確
保
は
も
と
よ
り
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
が
図
ら
れ
ま
す
。

●
農
業
後
継
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
畜
産
農
家
を
は
じ
め
畜
産
団
地
入
植

ー

厳
し
い
な
か
で
、
国
県
の
制
度
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
収
入
の
増
を
図

り
ま
す
。

●
市
債
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
良

質
な
資
金
を
活
用
し
ま
す
。

●
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
す
す
め
、
市

自
身
の
体
力
を
つ
け
ま
す
。

路
の
整
備
も
行
い
ま
す
。

●
交
通
安
全
施
設
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
事
故

防
止
運
動
を
展
開
し
、
特
に
死
亡
事
故

追
放
を
目
ざ
し
て
最
善
の
努
力
を
し
ま

す
。●
上
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水
道
事
業
、

常
磐
自
動
車
道
建
設
事
業
関
連
に
伴
う

本
管
の
延
長
工
事
、
小
島
団
地
等
の
給

排
水
管
の
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

者
の
育
成
指
導
を
行
う
と
と
も
に
常
陸

牛
の
産
地
化
に
努
め
ま
す
。

●
多
賀
地
区
緑
化
推
進
記
念
事
業
を
高

萩
市
と
多
賀
林
業
振
興
会
が
主
催
で
実

施
し
、
植
樹
祭
を
行
い
ま
す
。

●
緑
の
広
場
整
備
事
業
を
地
域
住
民
の

積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
、
実
施
し
ま

す
。●
商
店
街
の
環
境
整
備
や
自
治
金
融
利

子
等
に
対
す
る
補
助
を
し
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
は
、
日
立
・
高
萩
・

十
王
広
域
下
水
道
組
合
を
事
業
主
体
と

し
て
、
終
末
処
理
場
の
建
設
を
し
ま
す
。

●
二
か
年
継
続
事
業
で
行
わ
れ
て
い
た

消
防
庁
舎
が
東
本
町
に
で
き
あ
が
り
ま

す
。●
災
害
時
の
通
信
網
の
確
保
を
図
る
た

め
、
防
災
無
線
を
設
置
し
ま
す
。

●
民
間
資
本
に
よ
る
優
良
住
宅
団
地
の

造
成
や
小
島
住
宅
団
地
を
促
進
し
ま
す
。

●
手
綱
工
業
団
地
へ
の
積
極
的
な
企
業

誘
致
を
行
い
ま
す
。

●
観
光
総
合
案
内
板
を
駅
前
に
設
置
し

ま
す
。

●
市
制
三
十
周
年
記
念
と
し
て
、
産
業

祭
、
文
化
祭
、
市
民
号
の
実
施
、
式
典

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ｰ可

●土地改良事業 ●老●道路・河川整備事業

4億4， 397万円

●市営住宅建設事業

4億3， 921万円

●区画整理、都市下水路整備
事業 1億2，691万円

●公共下水道事業負担金

1億 886万円

●集会所建設事業

1 ， 536万円

1億1 ， 990 5円

●山村林業構造改善事業

5 ， 559万円

●松くい虫防除対策経費

2， 235万円

●商工会運営等助成金

1 ， 239万円

身
業
児

●
●

●保

(5)
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昭

和

五

十

九

年

第

一

回

高

萩

市

議

会

定

例

会

ら

諸

施

策

に

つ

い

て

執

行

部

と

の

活

発

な

意

見

は
、
三
月
八
日
開
会
し
、
十
四
日
間
の
会
期
で
の
や
り
と
り
か
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

審
議
が
行
わ
れ
、
二
十
一
日
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ぞ
れ
の
委
員
会
で
も
熱
心
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
定
例
会
は
、
新
年
度
の
予
算
な
ど
を
決
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
人
事
案
件
一
件
、
当

め
る
議
会
で
、
決
算
を
審
議
す
る
十
二
月
定
例
初
予
算
六
件
、
補
正
予
算
七
件
、
条
例
関
係
十

会
と
な
ら
び
重
要
な
議
会
の
一
つ
で
す
。
い
わ
三
件
、
そ
の
他
四
件
の
合
計
三
十
一
件
す
べ
て

ば
昭
和
五
十
九
年
度
の
高
萩
市
の
方
向
づ
け
の
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

意
味
を
も
つ
議
会
で
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
会
議
の
一
般
質
問
で
は
、
十
人
の
議
員
か

二

邑

番

冒

二

エ

ロ

モ

且

皇

舌

匡

工

日

二

邑

量

■

二

“

等

号

目

臣

区

量

弓

冒

Ｆ

呈

量

匿

垂

二

呈

日

■

諄

雷

宮

玉

Ｅ

箒

で

宮

壷

昌

当

塁

・

ご

副

帯

■

呈

医

Ｒ

三

量

雪

己

ｒ

弓

二

・

三

「

Ｅ

３

診

日

毛

匡

垂

壹

Ｅ

Ｒ

一

言

１

ロ

冒

三

■

要

二

日

冒

壹

三

公

布

さ

れ

た

の

で

条

例

を

制

定

）

担

金

等

徴

収

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

（

多

人
事
案
件

○
高
萩
市
空
き
缶
等
回
収
に
関
す
る
条
賀
区
域
農
用
地
開
発
公
団
事
業
に
よ
り

○
高
萩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
貝
会
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
空
き
缶
等
の
散
実
施
さ
れ
た
土
地
基
盤
整
備
事
業
に
係

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
乱
防
止
と
地
域
の
環
境
美
化
の
促
進
及
る
事
業
費
の
負
担
分
を
事
業
参
加
者
か

佐
川
好
男
氏
（
大
能
）
に
同
意
び
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
ら
徴
収
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
）

図
る
た
め
の
条
例
の
制
定
）
○
高
萩
市
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道
事

条
例
関
係

○
高
萩
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
制
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

○
高
萩
市
長
選
挙
公
営
立
会
演
説
会
条
定
に
つ
い
て
（
森
林
法
第
二
十
一
条
に
正
に
つ
い
て
（
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工

例
の
廃
止
に
つ
い
て
（
公
職
選
挙
法
の
基
づ
く
火
入
れ
に
関
す
る
事
務
を
市
町
業
用
水
道
企
業
団
の
設
立
に
伴
う
給
水

一
部
改
正
に
よ
り
立
会
演
説
会
に
関
す
村
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
区
域
の
特
定
）

る
規
定
が
削
除
さ
れ
、
こ
の
条
例
を
廃
た
め
の
条
例
の
制
定
）

止
）
○
高
萩
巾
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設
置
予
算
関
係

○
高
萩
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
地
方
公
務
員
法
に
つ
い
て
（
秋
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
算

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
か
昭
和
五
十
の
新
設
）
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

六
年
十
一
月
二
十
日
法
律
第
九
二
号
で
○
高
萩
市
農
用
地
開
発
公
団
事
業
費
負
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

一
》

’市議会だより

新
年
度
予
算
な
ど
可
決
さ
れ
る

| 3月定例会
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
予
算

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算

○
市
有
財
産
の
取
得
及
び
処
分
に
つ
い

て
（
多
賀
区
域
農
用
地
開
発
公
団
事
業

の
完
了
に
伴
い
、
茨
城
県
か
ら
農
業
用

施
設
及
び
農
機
具
、
家
畜
を
取
得
し
、

入
柿
者
に
処
分
す
る
も
の
）

○
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企

業
団
の
設
立
に
つ
い
て
（
高
萩
市
及
び

北
茨
城
市
に
お
け
る
工
業
用
水
道
事
業

を
共
同
で
処
理
す
る
た
め
の
水
道
企
業

団
の
設
立
）

○
手
綱
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
に
つ

い
て
（
ニ
ッ
カ
ン
エ
業
株
式
会
社
の
進

出
を
認
め
る
）

○
市
道
路
線
の
認
定
基
準
に
つ
い
て

○
常
設
区
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

○
福
祉
行
政
の
件
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
報
告
に
つ
い
て

○
県
北
臨
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
基
本

構
想
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

○
道
路
行
政
に
つ
い
て

○
婦
人
の
社
会
的
地
位
向
上
に
行
政
が

果
す
役
割
に
つ
い
て

そ
の
他

般
質
問
の
要
旨

ｰｰ

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
民
間
林
業
労
働
者
の
雇
用
安
定
労
働

条
件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
ビ
ジ
・
不
ス
ホ
テ
ル
建
設
反
対
に
関
す

る
陳
情

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

の
是
正
を
求
め
る
意
見
害
提
出
に
関
す

る
陳
情

○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲

と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す
る

意
見
害
提
出
方
の
請
願
〔
議
会
事
務
局
〕

○
金
婚
の
祝
い
に
つ
い
て

○
常
磐
自
動
車
道
に
伴
う
雨
水
の
対
策

に
つ
い
て
（
関
根
川
）

○
小
島
団
地
と
の
通
学
路
に
つ
い
て

○
市
立
公
園
の
設
置
に
つ
い
て
（
竜
子

城
跡
）

○
松
岡
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

○
保
育
行
政
に
つ
い
て

○
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
集
会
所
と
公
民
館
分
館
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
街
路
３
．
３
．
９
号
線
に
つ

い
て
○
離
岸
提
に
つ
い
て

○
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て

○
市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
後
援
会

費
と
教
育
振
興
費
に
つ
い
て

○
松
岡
城
吐
に
つ
い
て

○
科
学
博
の
対
策
に
つ
い
て

○
小
山
ダ
ム
に
つ
い
て

○
市
職
員
の
処
分
問
題
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

(6)



4月2日付

市役所の人事異動及び新任職員

【部長】▽参事兼福祉事務所長＝鈴木八郎（給食センター所二
三

長）▽参事兼給食センター所長＝二瓶省三（庶務課長） 三
三

【課長】▽商工課長＝高野忠信（職員課長）▽職員課長＝伊二
三

藤平樹（庶務課長補佐）▽庶務課長＝渡辺俊也（市民課長） 三
三

▽市民活動課長＝作山南雄（保険年金課長補佐）▽市民課長三
三

＝棚谷寿夫（文化会館長） 三
二＝

○嘱託文化会館長＝大和田槽次郎 三三
二二

【課長補佐】▽市民課長補佐兼市民係長＝沼田有功（水道課二
三

長補佐）▽建設課技佐兼土木係長＝星幸一（水道課技佐）▽三
三

水道課技佐兼工務係長＝藤田一夫（農林課農業土木係長）▽三
三

福祉事務所長補佐兼援護係長＝松本三郎（商工課長補佐）▽三
三

衛生課長補佐兼予防衛生係長＝相良光男（高萩市・十王町事三
三

務組合北部衛生センター場長）▽高萩市・十王町事務組合北三
三

部衛生センター場長＝佐藤猛（衛生課予防衛生係長） 三
三

【係長1▽商工課観光係長＝豊田令一（市民活動課広報広聰三
三

係長）▽農林課農業土木係長＝櫛田勝敏（建設課土木係長） 三
三

▽保険年金課国民年金係長＝小林賢一（農林課農業土木係主三
三

三

任）▽市民活動課広報広聰係長＝佐l l l春久（税務課固定資産三
三

税係主幹） 二三

【昇格】▽多賀地方農業共済事務組合局長（参事） ＝沼田栄三
三

（同局長）▽高萩市・十王町事務組合主査兼庶務係長＝三
三

斉藤博（同係長）▽農林課長補佐兼農林係長＝豊田信二三
三

（ |司係長）▽保険年金課長補佐兼医療福祉係長＝大高五郎(同三
三

国民年金係長）▽水道課長補佐＝大高重行（同業務係長） 三
三

▽水道課業務係長＝大武時男（同主幹）▽水道課給水係長＝二
三

狩野正刷（同主任）▽職員課職員係長＝椎名忠義（同主幹） 三冒三
三

▽図書館長心得＝矢野正三（ |司主任）▽農業委員会庶務係長三
三

＝鈴木仁（同主任）▽社会福祉協議会係長＝黒沢行雄（ |司主三
三

任） ※係長以上です 三三
三

〔新任職員〕 三
三

○郷士明男（水道課業務係）○樫村浩明（税務課固定資産税二
三

係）○鈴木稚夫（衛生課公害係）○鈴木則子(市民課市民係） 三
三

○稲部隆一（都市計画課庶務計画係）○吉田正彦（企画開発三
三

課企画係）○草野リカ （衛生課子|坊衛生係）○伊藤昭吉（農三
三

林課農林係）○長久保孝徳（歴史民俗資料館）○小野寺初美三
三

（給食センター）○沼田雅彦（日立・高萩・十王広域下水道三＝
三

組合）○石和久（高萩小学校用務手） 三

－階の展示室

了可

俗資|歴史民 館料 ー

I

昭
和
五
十
七
年
七
月
か
ら
通
間
産
業
省
の
補

助
（
工
業
再
配
置
促
進
費
）
を
受
け
て
建
設
を

進
め
て
い
た
歴
史
民
併
資
料
館
が
、
昨
年
十
二

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
場
所
は
文
化
会
館

の
わ
き
で
、
図
書
館
と
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
、
延
床
面
積
約
六
八
五
唾
展

示
室
は
、
一
階
に
第
一
展
示
室
、
特
別
展
示
室
、

二
階
に
第
二
展
示
室
が
あ
り
、
現
在
一
階
の
二

つ
の
展
示
室
を
使
っ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示

資
料
は
、
上
君
田
か
ら
出
土
し
た
旧
石
器
類
、

日
本
で
最
初
に
経
緯
線
を
用
い
日
本
地
図
を
作

っ
た
当
市
出
身
の
長
久
保
赤
水
関
係
の
地
図
・

聰
ｊ
主
産
栄
一

‐し‐Ｌ〕

可１－－。

蟹
蕊
噺
お
お
態
鐙
蕊
嫁
鴛
沁
講
す

書
籍
等
、
昔
の
生
活
を
し
の
ぶ
民
併
資

料
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

現
在
科
学
技
術
の
進
歩
や
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
っ
て
、
昔
の
生
活
用
具

か
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当

資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
を
わ
れ
わ
れ

の
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
を
使
命
と
考
え
、

生
活
用
具
な
ど
を

溌
燕
，
濯
蕊
逢
篭
残
す

‐

調
査
収
集
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
資
料
を
保
存
・
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

ご
家
庭
で
昔
使
っ
た
生
活
用
具
・
生

産
用
具
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
資
料
館

（
恋
２
３
１
７
２
２
９
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
半
ま
で
で
す
。
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